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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
３ 枚 以 上 の 綿 織 物 が 経 糸 及 び ／ 又 は 緯 糸 に よ り 結 節 し て な る 多 重 織 物 で あ っ て 、
  前 記 多 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す る １ 枚 又 は 複 数 枚 の  
内 層 織 物 と か ら な り 、 こ れ ら の 外 層 織 物 と 内 層 織 物 と は 、 い ず れ も 平 織 の ガ ー ゼ 調 織 物 で  
あ っ て 、
弾 性 繊 維 を 含 む こ と な く 織 物 幅 方 向 に ス ト レ ッ チ 性 を 有 し 、 〔 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅  
） × ６ ０ 分 〕 の 負 荷 を か け た と き の 伸 長 率 の 値 が １ ０ ％ 以 上 で あ っ て 、 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時  
間 経 過 し た と き の 伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス ト レ ッ チ 多 重 織  
物 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 両 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、  
緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 未 満 で あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の  
見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重  
織 物 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以  
上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 未 満 で あ り 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 他 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以  
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上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の  
見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重  
織 物 。
【 請 求 項 ４ 】
３ 枚 以 上 の 綿 織 物 が 経 糸 及 び ／ 又 は 緯 糸 に よ り 結 節 し 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と  
、 内 層 を 構 成 す る １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 と は 、 い ず れ も 平 織 の ガ ー ゼ 調 織 物 で あ る 多  
重 織 物 を 製 織 し 、 製 織 後 の 前 記 多 重 織 物 に 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 を 施 す こ と に よ り 、
前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 前 記 多 重 織 物 は 、 弾 性 繊 維 を 含 む こ と な く 織 物 幅 方 向 に ス ト  
レ ッ チ 性 を 有 し 、 〔 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅 ） × ６ ０ 分 〕 の 負 荷 を か け た と き の 伸 長 率  
の 値 が １ ０ ％ 以 上 で あ っ て 、 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時 間 経 過 し た と き の 伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０ ％  
以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 に お い て 、 前 記 多 重 織 物 の 織 物 幅 を １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 両 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り  
係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ０ 以 下 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． １ 以 上 で あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は  
３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経  
糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の  
撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ０ 以 下 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． １ 以 上 で  
あ り 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 他 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の  
撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で  
あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は  
３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経  
糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 特 に 、 ガ ー ゼ 調 の  
目 の 粗 い 平 織 物 か ら な る 多 重 織 物 で あ っ て も ス ト レ ッ チ 性 に 優 れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 目 の 粗 い 平 織 物 で あ る ガ ー ゼ 地 を ２ 枚 、 ３ 枚 と 重 ね た 多 重 ガ ー ゼ 織 物 が 普 及 し て い  
る 。 多 重 ガ ー ゼ 織 物 は 、 吸 湿 性 や 柔 軟 性 に 富 む ガ ー ゼ 地 を 重 ね て 使 用 す る こ と か ら 、 吸 湿  
性 、 通 気 性 、 軽 量 感 、 手 触 り 、 風 合 い が よ く 、 使 用 者 に 快 適 感 を 与 え る 。 こ の こ と か ら 、  
汗 拭 き 用 タ オ ル 、 ハ ン カ チ 、 ベ ビ ー 用 品 な ど に 使 用 さ れ 、 更 に パ ジ ャ マ な ど の 実 用 衣 料 に  
も 使 用 さ れ る よ う に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】



10

20

30

40

50

JP 7004345 B1 2022.2.4(3)

ま た 、 多 重 ガ ー ゼ 織 物 に お い て も 、 風 合 い や 着 用 時 の 快 適 感 を 更 に 向 上 さ せ る た め に ガ ー  
ゼ を 構 成 す る 綿 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 し た 多 重 ガ ー ゼ 織 物 が パ ジ ャ マ な ど の 寝 装 品 に も 使 用  
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に お い て は 、 肌 触 り が 良 く 、 通 気 性 を 有 し 、 保 温 性 に 優 れ た ガ ー  
ゼ 織 物 を 提 供 す る た め に 、 表 面 層 ガ ー ゼ と 裏 面 層 ガ ー ゼ と 中 間 層 ガ ー ゼ と の 三 重 か ら な る  
ガ ー ゼ 織 物 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の ガ ー ゼ 織 物 に お い て は 、 表 面 層 ガ ー ゼ と 裏 面 層 ガ ー ゼ  
と に 使 用 さ れ る 撚 糸 の 撚 り 係 数 を ３ ． ３ 以 下 の 甘 撚 り 糸 と し 、 一 方 、 中 間 層 ガ ー ゼ に 使 用  
さ れ る 撚 糸 を 撚 り 係 数 を ３ ． ５ 以 上 の 普 通 撚 り 糸 と す る も の で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 許 第 ５ ５ ３ ４ ３ ８ ３ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
パ ジ ャ マ な ど の 実 用 衣 料 は 、 着 心 地 を 重 視 し た ゆ と り あ る 縫 製 が な さ れ て い る 。 ま た 、 多  
重 ガ ー ゼ 織 物 を パ ジ ャ マ な ど に 使 用 し た 場 合 に は 、 風 合 い や 着 心 地 は 更 に 向 上 す る 。 一 方  
、 近 年 の 実 用 衣 料 に お い て は 、 コ ン フ ォ ー ト ス ト レ ッ チ と い う 適 度 な ス ト レ ッ チ 性 が 求 め  
ら れ る こ と が 多 く な っ て い る 。 特 に 、 パ ジ ャ マ な ど は 、 リ ラ ッ ク ス し た 状 態 で 着 用 し 就 寝  
時 に も 着 用 す る こ と か ら 、 ゆ と り あ る 縫 製 に 加 え て 適 度 な ス ト レ ッ チ 性 を 付 加 す る こ と が  
求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 多 重 ガ ー ゼ 織 物 は 、 綿 糸 か ら な る 平 織 物 で あ る こ と か ら 弾 力 性 に 乏 し く ス ト レ ッ  
チ 性 を 有 し な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 多 重 ガ ー ゼ 織 物 は 、 目 の 粗 い 平 織 物 か ら な り  
型 崩 れ し 易 く 、 快 適 で あ っ て も 着 用 や 洗 濯 に よ り 美 観 が 低 下 し て い く と い う 問 題 が あ っ た  
。 更 に 、 甘 撚 り 糸 を 使 用 し た パ ジ ャ マ な ど に お い て は 、 着 用 や 洗 濯 に よ る 毛 玉 （ 「 ピ リ ン  
グ 」 と も い う ） が 発 生 し や す く 、 快 適 で あ っ て も 着 用 や 洗 濯 に よ り 美 観 が 低 下 し て い く と  
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 以 上 の こ と に 対 処 し て 、 従 来 の 多 重 ガ ー ゼ 織 物 と 同 様 の 快 適 性 を 有 し  
、 ス ト レ ッ チ 性 に よ る 快 適 な 着 心 地 を 実 現 す る と 共 に 、 型 崩 れ や 毛 玉 の 発 生 に よ り 美 観 が  
損 な わ れ る こ と が な く 実 用 衣 料 と し て 使 用 で き る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 及 び そ の 製 造 方 法 を  
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 課 題 の 解 決 に あ た り 、 本 発 明 者 ら は 、 鋭 意 研 究 の 結 果 、 綿 織 物 の 加 工 法 で あ る 液 体 ア  
ン モ ニ ア 処 理 に よ る 柔 軟 性 と 寸 法 セ ッ ト 性 （ 形 態 安 定 効 果 ） に 着 目 し 、 多 重 織 物 に 使 用 す  
る 綿 糸 の 撚 り 係 数 を 工 夫 す る こ と に よ り 上 記 目 的 を 達 成 で き る こ と を 見 出 し 本 発 明 の 完 成  
に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
即 ち 、 本 発 明 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 は 、 請 求 項 １ の 記 載 に よ る と 、
３ 枚 以 上 の 綿 織 物 が 経 糸 及 び ／ 又 は 緯 糸 に よ り 結 節 し て な る 多 重 織 物 で あ っ て 、
  前 記 多 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す る １ 枚 又 は 複 数 枚 の  
内 層 織 物 と か ら な り 、 こ れ ら の 外 層 織 物 と 内 層 織 物 と は 、 い ず れ も 平 織 の ガ ー ゼ 調 織 物 で  
あ っ て 、
弾 性 繊 維 を 含 む こ と な く 織 物 幅 方 向 に ス ト レ ッ チ 性 を 有 し 、 〔 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅  
） × ６ ０ 分 〕 の 負 荷 を か け た と き の 伸 長 率 の 値 が １ ０ ％ 以 上 で あ っ て 、 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時  
間 経 過 し た と き の 伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
  ま た 、 本 発 明 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ の 記 載 に よ る と 、



10

20

30

40

50

JP 7004345 B1 2022.2.4(4)

  ３ 枚 以 上 の 綿 織 物 が 経 糸 及 び ／ 又 は 緯 糸 に よ り 結 節 し 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物  
と 、 内 層 を 構 成 す る １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 と は 、 い ず れ も 平 織 の ガ ー ゼ 調 織 物 で あ る  
多 重 織 物 を 製 織 し 、 製 織 後 の 前 記 多 重 織 物 に 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 を 施 す こ と に よ り 、
  前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 前 記 多 重 織 物 は 、 弾 性 繊 維 を 含 む こ と な く 織 物 幅 方 向 に ス  
ト レ ッ チ 性 を 有 し 、 〔 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅 ） × ６ ０ 分 〕 の 負 荷 を か け た と き の 伸 長  
率 の 値 が １ ０ ％ 以 上 で あ っ て 、 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時 間 経 過 し た と き の 伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０  
％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ５ の 記 載 に よ る と 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 の 製 造  
方 法 で あ っ て 、
前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 に お い て 、 前 記 多 重 織 物 の 織 物 幅 を １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ る こ と を  
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 記 載 に よ る と 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 で あ っ  
て 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 両 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、  
緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 未 満 で あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の  
見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ６ の 記 載 に よ る と 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物
の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 両 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り  
係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ０ 以 下 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． １ 以 上 で あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は  
３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経  
糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を  
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 記 載 に よ る と 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 で あ っ  
て 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以  
上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 未 満 で あ り 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 他 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以  
上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の  
見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 記 載 に よ る と 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の ス ト レ ッ チ 多 重 織 物
の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の  
撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ０ 以 下 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． １ 以 上 で  
あ り 、
前 記 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 他 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の  
撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で  
あ り 、
前 記 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 前 記 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は  
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３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経  
糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ る こ と を  
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 は 、 ３ 枚 以 上 の 綿 織 物 が 経 糸 及 び ／  
又 は 緯 糸 に よ り 結 節 し て な る 多 重 織 物 か ら な る 。 当 該 多 重 織 物 を 製 織 後 に 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 が 施 さ れ て い る 。 ま た 、 弾 性 繊 維 を 含 む こ と な く 織 物 幅 方 向 に ス ト レ ッ チ 性 を 有 し て  
お り 、 〔 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅 ） × ６ ０ 分 〕 の 負 荷 を か け た と き の 伸 長 率 の 値 が １ ０  
％ 以 上 で あ る 。 ま た 、 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時 間 経 過 し た と き の 伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０ ％ 以 上 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の こ と に よ り 、 従 来 の 多 重 ガ ー ゼ 織 物 と 同 様 の 快 適 性 を 有 し 、 ス ト レ ッ チ 性 に よ る 快 適  
な 着 心 地 を 実 現 す る と 共 に 、 型 崩 れ や 毛 玉 の 発 生 に よ り 美 観 が 損 な わ れ る こ と が な く 実 用  
衣 料 と し て 使 用 で き る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 に お い て 、 多 重 織 物 の 織 物 幅 が １ ５ ％ 以 上  
収 縮 し た も の で あ っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 上 記 作 用 効 果 を よ り 具 体 的 に 発 揮 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 多 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す  
る １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 と か ら な る 。 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 両 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 液  
体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は  
３ ． ５ 未 満 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で  
あ っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 上 記 作 用 効 果 を よ り 具 体 的 に 、 よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 多 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す  
る １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 と か ら な る 。 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 両 方 の 外 層 織 物 に お い て 、 液  
体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ０ 以 下 で あ り  
、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛  
け の 撚 り 係 数 は ３ ． １ 以 上 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、  
液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 で あ  
り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見  
掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 上 記 作 用 効 果 を よ り 具 体  
的 に 、 よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 多 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す  
る １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 と か ら な る 。 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 の 外 層 織 物 に お い て  
、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係  
数 は ３ ． ５ 未 満 で あ っ て も よ い 。 一 方 、 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 他 方 の 外 層 織 物 に お い て 、  
液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数  
は ４ ． ０ 以 上 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 に お い て 、 液 体 ア ン モ ニ  
ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上  
で あ っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 上 記 作 用 効 果 を よ り 具 体 的 に 、 よ り 効 果 的 に 発 揮 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 多 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す  
る １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織 物 と か ら な る 。 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 の 外 層 織 物 に お い て  
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、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ０ 以 下 で  
あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の  
見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． １ 以 上 で あ っ て も よ い 。 一 方 、 ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 他 方 の 外 層  
織 物 に お い て 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数 は  
３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ． ５  
以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内  
層 織 物 に お い て 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 経 糸 の 撚 り 係 数 は ３ ． ５ 以 上 、 緯 糸 の 撚 り 係 数  
は ３ ． ５ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 当 該 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ３ ．  
５ 以 上 、 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は ４ ． ０ 以 上 で あ っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 上 記 作  
用 効 果 を よ り 具 体 的 に 、 よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 多 重 織 物 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と １ 枚 又 は 複 数 枚 の 内 層 織  
物 と は 、 い ず れ も 平 織 の ガ ー ゼ 調 織 物 で あ っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 上 記 作 用 効 果 を  
よ り 具 体 的 に 、 よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の １ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 率 （ ％  
） の 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の １ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 回 復 率  
（ ％ ） の 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 と 比 較 例 １ の モ ニ タ ー 試 験 結 果 （ 肌  
触 り の 良 さ ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 と 比 較 例 １ の モ ニ タ ー 試 験 結 果 （ 足  
を 上 げ た と き の 着 心 地 ） を 示 す グ ラ フ と 試 験 状 態 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 と 比 較 例 １ の モ ニ タ ー 試 験 結 果 （ し  
ゃ が ん だ と き の 着 心 地 ） を 示 す グ ラ フ と 試 験 状 態 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 と 比 較 例 １ の モ ニ タ ー 試 験 結 果 （ 体  
を 丸 め た と き の 着 心 地 ） を 示 す グ ラ フ と 試 験 状 態 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 と 比 較 例 １ の モ ニ タ ー 試 験 結 果 （ 腕  
を 上 げ た と き の 着 心 地 ） を 示 す グ ラ フ と 試 験 状 態 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま ず 、 本 発 明 に 使 用 す る 用 語 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 に お い て 、 多 重 織 物 と は 、 ２ 枚 以  
上 の 織 物 を 重 ね た よ う な 織 物 で あ っ て 、 二 重 織 物 、 三 重 織 物 、 或 い は 四 重 以 上 の 織 物 で あ  
っ て も よ い 。 各 織 物 は 、 経 糸 と 緯 糸 、 或 い は 、 経 糸 の み 、 緯 糸 の み で 結 節 し て １ つ の 織 物  
を な す 。 ま た 、 重 ね る 各 織 物 の 織 組 織 は 、 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 平 織 物 、 綾 織 物 、  
朱 子 織 物 、 そ の 他 で も よ い が 、 中 で も 平 織 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 平 織 物 の 中 で も 、 通 気 性 、 軽 量 感 、 手 触 り 、 風 合 い な ど の 観 点 か ら 、 細 い 糸 を 使 用  
し た 目 の 粗 い 平 織 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。 細 い 糸 を 使 用 し た 目 の 粗 い 平 織 物 と し て は 、  
一 般 に ガ ー ゼ 織 物 が あ る 。 ガ ー ゼ 織 物 と は 、 甘 撚 り 糸 に よ る 粗 い 平 織 の 柔 ら か い 薄 地 綿 織  
物 と 定 義 さ れ る （ 新 ・ 繊 維 総 合 辞 典 ； 繊 研 新 聞 社 ） 。 例 え ば 、 経 緯 糸 と も に 綿 ４ ０ 番 手 単  
糸 を 用 い 、 経 緯 糸 密 度 は 合 計 ５ ０ ～ ６ ０ 本 ／ イ ン チ 程 度 が 多 い と さ れ る 。 従 っ て 、 本 発 明  
に お い て は 、 重 ね る 各 織 物 を ガ ー ゼ 織 物 に 限 定 す る も の で は な く 、 ガ ー ゼ 織 物 も 含 む 類 似  
の 目 の 粗 い 平 織 物 を 「 ガ ー ゼ 調 織 物 」 と い う こ と と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 重 ね る 各 織 物 を 構 成 す る 糸 の 種 類 は 、 ガ ー ゼ 織 物 の よ う に 綿 １ ０ ０ ％ に 限 定 す る も  
の で は な く 、 綿 を 主 体 と す る 糸 を 使 用 す る こ と が で き る 。 但 し 、 後 述 の 液 体 ア ン モ ニ ア 処  
理 を 行 う こ と か ら 、 こ の 処 理 で 効 果 を 発 揮 し や す い こ と が 要 求 さ れ る 。 従 っ て 、 本 発 明 に  
お い て は 、 綿 １ ０ ０ ％ の 糸 を 使 用 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 撚 り 係 数 と は 、 糸 の 太 さ に 関 係 な く 、 撚 り の 効 果 （ 糸 の 締 ま り 具 合 ） を 示 す 係 数 で  
あ る 。 綿 糸 の 場 合 に は 、 撚 り 係 数 α は 「 α ＝ 撚 り 数 ／ √ Ｎ 」 で 表 さ れ る 。 こ こ で 、 撚 り 数  
は 「 回 数 ／ イ ン チ 」 、 Ｎ は 「 恒 重 式 番 手 」 で あ る 。 糸 の 太 さ （ 番 手 ） に 関 係 な く 、 一 般 に  
、 α ＝ ３ ． ３ 以 下 を 甘 撚 り 、 α ＝ ３ ． ５ ～ ４ ． ５ を 普 通 撚 り 、 そ れ 以 上 の 撚 り 係 数 を 強 撚  
と い う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 本 発 明 に お い て は 、 ス ト レ ッ チ 性 を 付 与 す る た め に 製 織 後 の 多 重 織 物 に 液 体 ア ン モ  
ニ ア 処 理 を 施 し て 織 物 幅 方 向 に 収 縮 さ せ る 。 従 っ て 、 多 重 織 物 の 緯 糸 は 、 液 体 ア ン モ ニ ア  
処 理 に よ り 収 縮 し て 、 製 織 後 の 糸 の 段 階 よ り 糸 の 太 さ （ 番 手 Ｎ ） も 撚 り 係 数 （ α ） も 変 化  
す る 。 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 収 縮 し た 糸 の 太 さ を 「 見 掛 け  
の 番 手 」 と い い 、 撚 り 係 数 を 「 見 掛 け の 撚 り 係 数 」 と い う こ と と す る 。 な お 、 本 発 明 に お  
け る 各 織 物 の 撚 り 係 数 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 と は 、 一 般 に 綿 織 物 の 加 工 法 と し て 行 わ れ る  
も の で あ っ て 、 綿 織 物 を 液 体 ア ン モ ニ ア （ 沸 点 ： － ３ ３ ． ４ ℃ ） に 短 時 間 浸 漬 し た 後 、 １  
３ ０ ℃ 前 後 に 加 熱 し た シ リ ン ダ ー に 接 触 さ せ て ア ン モ ニ ア を 除 去 す る 処 理 で あ る 。 一 般 に  
、 綿 織 物 の 防 皺 性 、 防 縮 性 、 強 度 、 柔 軟 性 が 向 上 す る 。 な お 、 本 発 明 に お い て は 、 多 重 織  
物 を 織 物 幅 方 向 に １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ０ ％ 程 度 収 縮 さ せ る こ と が よ  
り 好 ま し い （ 詳 細 は 後 述 す る ） 。 多 重 織 物 を 織 物 幅 方 向 に １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ る こ と に よ  
り 、 実 用 的 で 快 適 な ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 を 実 施 形 態 に よ り 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に  
お い て は 、 綿 １ ０ ０ ％ の 三 重 織 物 を 例 に し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 下 記 の 実 施 形 態 に の み  
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
≪ 多 重 織 物 の 製 織 ≫
本 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 を 製 造 す る た め に は 、 ま ず 通 常 の 方 法 で 多 重 織 物 を  
製 織 す る 。 多 重 織 物 の 製 織 に は 、 経 糸 開 口 装 置 付 き の ジ ャ カ ー ド 織 機 、 ド ビ ー 織 機 、 タ ペ  
ッ ト 織 機 な ど の 各 種 織 機 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 三 重 織 物 は 、 外 層 を 構 成 す る ２ 枚 の 外 層 織 物 と 、 内 層 を 構 成 す る １ 枚 の  
内 層 織 物 と か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 一 方 ま た は  
両 方 の 緯 糸 に 、 製 織 段 階 に お い て は 撚 り 係 数 の 小 さ な 甘 撚 り 糸 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い  
。 緯 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 す る こ と に よ り 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 に よ る 収 縮 後 も 強 撚 糸 の よ  
う に 撚 り が 強 く な ら ず 良 好 な 表 面 の 風 合 い を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 ２ 枚 の 外 層 織 物 で 異 な る 撚 り 係 数 の 緯 糸 を 使 用 し た 場 合 に は 、 ア ン モ ニ ア 処 理 に よ  
る 収 縮 後 の 風 合 い が ２ 枚 の 外 層 織 物 で 異 な る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 に は 、 ２ 枚 の 外 層 織 物  
の う ち 、 い ず れ を 表 面 層 に 使 用 す る か 、 裏 面 層 に 使 用 す る か は 、 用 途 に よ っ て 使 い 分 け る  
こ と も あ る 。 従 っ て 、 こ こ で は ２ 枚 の 外 層 織 物 の う ち 一 方 を 第 １ 外 層 織 物 、 他 方 を 第 ２ 外  
層 織 物 と し て 区 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま ず 、 第 １ 外 層 織 物 は 、 綿 １ ０ ０ ％ の 平 織 物 と す る 。 製 織 段 階 に お け る 第 １ 外 層 織 物 の 経  
糸 と 緯 糸 に は 、 次 の よ う な 綿 糸 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 経 糸 に は 普 通 撚 り 糸 を 使 用 す  
る 。 例 え ば 、 ２ ０ ～ ７ ０ 番 手 、 好 ま し く は ４ ０ ～ ６ ０ 番 手 で あ っ て 、 撚 り 係 数 ３ ． ５ ～ ４  
． ５ 、 好 ま し く は ３ ． ５ ～ ４ ． ０ の 単 糸 を 使 用 す る 。 一 方 、 緯 糸 に は 甘 撚 り 糸 を 使 用 す る  
。 例 え ば 、 ２ ０ ～ ５ ０ 番 手 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ４ ０ 番 手 で あ っ て 、 撚 り 係 数 ３ ． ３ 以 下 、  
好 ま し く は ３ ． ０ 以 下 の 単 糸 を 使 用 す る 。 な お 、 緯 糸 に は 、 撚 り 係 数 ２ ． ０ 以 下 の 超 甘 撚  
り 糸 や 無 撚 糸 を 使 用 す る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
第 １ 外 層 織 物 に お い て 、 経 糸 に 比 べ 緯 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 す る の は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
後 の 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 が 大 き く な り 、 強 撚 糸 の よ う に 糸 が 締 ま っ て 表 面 （ 或 い は 裏  
面 ） の 風 合 い を 損 ね な い よ う に す る た め で あ る 。 例 え ば 、 緯 糸 に ４ ０ 番 手 で 撚 り 係 数 ３ ．  
０ の 甘 撚 り 糸 を 使 用 し 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 で 約 ２ ０ ％ 収 縮 さ せ た 場 合 に は 、 緯 糸 の 見 掛  
け の 番 手 は 約 ３ ２ 番 手 と な り 、 見 掛 け の 撚 り 係 数 は 約 ３ ． ４ と な る 。 こ の 状 態 に お い て は  
、 甘 撚 り 糸 に 近 い 柔 ら か な 風 合 い を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 、 経 糸 は 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 に 殆 ど 収 縮 し な い の で 、 普 通 撚 り 糸 を 使 用 す れ ば よ い  
。 な お 、 経 緯 糸 と も に 糸 の 段 階 で 染 色 し た 先 染 糸 を 使 用 し て も よ く 、 或 い は 、 製 織 後 の 多  
重 織 物 を 染 色 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
第 １ 外 層 織 物 の 経 緯 糸 密 度 は 、 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 通 気 性 、 軽 量 感 、 手 触 り 、  
風 合 い な ど の 観 点 か ら は 、 目 の 粗 い 平 織 物 で あ る ガ ー ゼ 織 物 或 い は ガ ー ゼ 調 織 物 と す る こ  
と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 経 糸 密 度 は 、 ３ ０ ～ ６ ０ 本 ／ イ ン チ 、 好 ま し く は ４  
５ ～ ５ ５ 本 ／ イ ン チ 程 度 と す る 。 一 方 、 緯 糸 密 度 は 、 ３ ０ ～ ５ ０ 本 ／ イ ン チ 、 好 ま し く は  
３ ０ ～ ４ ５ 本 ／ イ ン チ 程 度 と す る 。 こ の よ う に 、 経 糸 密 度 に 比 べ 緯 糸 密 度 を 小 さ く す る の  
は 、 経 糸 に 比 べ 緯 糸 に 太 い 糸 を 使 用 し て ス ト レ ッ チ 性 を 向 上 さ せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 第 ２ 外 層 織 物 は 、 綿 １ ０ ０ ％ の 平 織 物 と す る 。 な お 、 第 ２ 外 層 織 物 に お い て も 上 記  
第 １ 外 層 織 物 と 同 様 に 緯 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 し て も よ い 。 一 方 、 第 ２ 外 層 織 物 の 緯 糸 に 甘  
撚 り 糸 を 使 用 し な い 場 合 に は 、 製 織 段 階 に お け る 第 ２ 外 層 織 物 の 経 糸 と 緯 糸 に 次 の よ う な  
綿 糸 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 経 糸 に は 、 上 記 第 １ 外 層 織 物 と 同 じ 番 手 、 同 じ 撚 り 係 数  
の 単 糸 を 使 用 す る 。 一 方 、 緯 糸 に は 普 通 撚 り 糸 を 使 用 す る 。 例 え ば 、 ２ ０ ～ ５ ０ 番 手 、 好  
ま し く は ３ ０ ～ ５ ０ 番 手 で あ っ て 、 撚 り 係 数 ３ ． ５ ～ ４ ． ５ 、 好 ま し く は ４ ． ０ ～ ４ ． ３  
の 単 糸 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
第 ２ 外 層 織 物 に お い て 、 上 記 第 １ 外 層 織 物 と は 異 な り 緯 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 せ ず 普 通 撚 り  
糸 を 使 用 し た 場 合 に は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 が 大 き く な り 、  
強 い ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 緯 糸 に ５ ０ 番 手 で 撚 り 係 数 ４ ． ０ の  
普 通 撚 り 糸 を 使 用 し 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 で 約 ２ ０ ％ 収 縮 さ せ た 場 合 に は 、 緯 糸 の 見 掛 け  
の 番 手 は 約 ４ ０ 番 手 と な り 、 見 掛 け の 撚 り 係 数 は 約 ５ ． ４ と 強 撚 糸 と 同 程 度 と な る 。 こ の  
状 態 に お い て は 、 強 撚 糸 と 同 様 の 強 い ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 第 ２ 外 層 織 物 の 経 緯 糸 密 度 は 、 上 記 第 １ 外 層 織 物 と 同 程 度 と し 、 経 糸 密 度 に 比 べ 緯  
糸 密 度 を 小 さ く す る の は 、 経 糸 に 比 べ 緯 糸 に 太 い 糸 を 使 用 し て ス ト レ ッ チ 性 を 向 上 さ せ る  
た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
一 方 、 経 糸 は 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 に 殆 ど 収 縮 し な い の で 、 普 通 撚 り 糸 を 使 用 す れ ば よ い  
。 な お 、 経 緯 糸 と も に 糸 の 段 階 で 染 色 し た 先 染 糸 を 使 用 し て も よ く 、 或 い は 、 製 織 後 の 多  
重 織 物 を 染 色 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に 、 内 層 織 物 は 、 綿 １ ０ ０ ％ の 平 織 物 と す る 。 内 層 織 物 の 経 糸 と 緯 糸 に は 、 上 記 の 緯 糸  
に 普 通 撚 り 糸 を 使 用 し た 第 ２ 外 層 織 物 と 同 じ 番 手 、 同 じ 撚 り 係 数 の 単 糸 を 使 用 す る こ と が  
好 ま し い 。 こ の よ う に 、 内 層 織 物 の 緯 糸 に は 、 甘 撚 り 糸 や 無 撚 糸 を 使 用 せ ず 普 通 撚 り 糸 を  
使 用 す る 。 な お 、 上 記 第 ２ 外 層 織 物 と は 異 な り 、 製 織 段 階 に お い て 緯 糸 に 強 撚 糸 を 使 用 す  
る よ う に し て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 更 に 強 い ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
≪ 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 ≫
次 に 、 上 述 の 第 １ 外 層 織 物 と 内 層 織 物 と 第 ２ 外 層 織 物 と を ３ 層 に し て 製 織 し た 三 重 織 物 を  
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液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 す る 。 な お 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 の 前 に 糊 抜 き 等 の 前 工 程 を 行 う 。 三  
重 織 物 を 先 染 糸 で 製 織 し た 場 合 に は 、 糊 抜 き ・ 乾 燥 後 、 所 定 の 織 物 幅 に 幅 出 し し て か ら 液  
体 ア ン モ ニ ア 処 理 を 行 う 。 ま た 、 製 織 後 に 染 色 を す る 場 合 に は 、 製 織 し た 後 、 糊 抜 き ・ 精  
練 ・ 漂 白 ・ 乾 燥 ・ 幅 出 し を 行 い 、 染 色 又 は 捺 染 を 行 う 。 染 色 後 の 三 重 織 物 を 所 定 の 織 物 幅  
に 幅 出 し し て か ら 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 を 行 う 。 な お 、 製 織 後 に 染 色 す る 場 合 に は 、 液 体 ア  
ン モ ニ ア 処 理 後 に 染 色 又 は 捺 染 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 一 般 的 な 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 装 置 を 使 用 す る こ と が で き る 。 通 常  
、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 装 置 は 、 織 物 を 液 体 ア ン モ ニ ア に 浸 漬 す る 浸 漬 装 置 、 液 体 ア ン モ ニ  
ア の 浸 透 と 反 応 を 促 進 す る タ イ ミ ン グ 装 置 、 液 体 ア ン モ ニ ア を 蒸 発 さ せ る 乾 燥 装 置 、 及 び  
残 留 ア ン モ ニ ア を 除 去 す る ス チ ー ミ ン グ 装 置 で 構 成 さ れ 、 織 物 を 走 行 さ せ て 連 続 的 に 処 理  
す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 三 重 織 物 は 、 液 体 ア ン モ ニ ア を 吸 収 す る と 急 激 に 収 縮 す る 。 液 体 ア ン モ  
ニ ア 処 理 装 置 内 を 連 続 走 行 す る 三 重 織 物 は 、 織 物 の 長 さ 方 向 （ 経 糸 方 向 ） に は テ ン シ ョ ン  
（ 張 力 ） が 掛 か り 、 経 糸 の 収 縮 が 抑 え ら れ る 。 一 方 、 織 物 幅 方 向 （ 緯 糸 方 向 ） に は テ ン シ  
ョ ン が 掛 か ら ず 、 緯 糸 が 大 き く 収 縮 す る 。 液 体 ア ン モ ニ ア 除 去 後 の 三 重 織 物 は 、 織 物 幅 が  
大 き く 収 縮 し た 状 態 で 形 状 を 記 憶 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 織 物 の 長 さ は 殆 ど 収 縮 し  
な い の に 対 し て 、 織 物 幅 は 処 理 前 の 状 態 か ら １ ５ ％ 以 上 収 縮 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
な お 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 装 置 に 導 入 す る 三 重 織 物 の 走 行 条 件 等 を 制 御 し て 、 所 定 の 織 物  
幅 に 固 定 す る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 織 物 幅 を １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ る こ  
と が 好 ま し く 、 ２ ０ ％ 程 度 収 縮 さ せ る こ と が よ り 好 ま し い 。 織 物 幅 を １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ  
る こ と に よ り 、 三 重 織 物 は 織 物 幅 方 向 に 実 用 的 で 快 適 な ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る よ う に な  
る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 織 物 幅 方 向 に １ ５ ％ 以 上 収 縮 さ せ る こ と に よ り 、 伸 長 率 の 値  
が １ ０ ％ 以 上 、 良 好 な 場 合 は １ ２ ％ 以 上 で あ り 、 伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０ ％ 以 上 、 良 好 な 場  
合 は ７ ０ ％ 以 上 で あ る ス ト レ ッ チ 三 重 織 物 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の よ う に 、 三 重 織 物 の 経 糸 が 殆 ど 収 縮 せ ず 、 緯 糸 の み が 収 縮 す る 。 こ の こ と に よ り 、 液  
体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 三 重 織 物 の 経 糸 の 番 手 と 撚 り 係 数 は 殆 ど 変 化 し な い 。 こ れ に 対 し て  
、 緯 糸 の 番 手 は 大 き く （ 太 く ） な り 、 撚 り 係 数 も 大 き く （ 糸 が 締 ま る ） な っ て 、 強 撚 糸 の  
よ う に ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お 、 こ の ス ト レ ッ チ 性 の 強 さ は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 前 の 緯 糸 の 撚 り 係 数 が 比 較 的 大 き  
か っ た 第 ２ 外 層 織 物 と 内 装 織 物 に よ る 寄 与 が 大 き い も の と 考 え ら れ る 。 一 方 、 液 体 ア ン モ  
ニ ア 処 理 前 の 緯 糸 の 撚 り 係 数 が 小 さ な 甘 撚 り で あ っ た 第 １ 外 層 織 物 も ス ト レ ッ チ 性 に は 寄  
与 す る が 、 そ れ よ り も 表 面 の 風 合 い へ の 寄 与 が 大 き い も の と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の こ と か  
ら 、 内 装 織 物 の 枚 数 を 増 や す こ と に よ り 、 よ り 強 い ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 三 重 織 物 は 、 水 洗 ・ 乾 燥 後 、 柔 軟 剤 等 の 仕 上 剤 を 付 与 し 、 所 定 の  
規 格 （ 長 さ 及 び 幅 ） に 仕 上 げ ら れ る 。 な お 、 必 要 に よ り 、 サ ン フ ォ ラ イ ズ 加 工 （ 機 械 的 防  
縮 加 工 ） や 起 毛 加 工 な ど を 施 す よ う に し て も よ い 。 ま た 、 ス ト レ ッ チ 性 を 有 す る 形 状 記 憶  
の 効 果 を 更 に 向 上 さ せ る た め に 、 樹 脂 加 工 な ど を 施 す よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に し て  
、 本 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 を 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 本 発 明 に お い て は 、 三 重 織 物 を 織 物 幅 方 向 に 収 縮 さ せ る た め に 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
を 採 用 す る 。 綿 織 物 を 収 縮 さ せ る に は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 以 外 に も 高 濃 度 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ  
ム 水 溶 液 を 使 用 す る シ ル ケ ッ ト 処 理 な ど が あ る 。 し か し 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 は 、 シ ル ケ  
ッ ト 処 理 な ど に 比 べ 処 理 後 の 織 物 の 柔 軟 性 と 収 縮 状 態 の 形 態 安 定 効 果 が 大 き く 、 本 発 明 の  
目 的 で あ る 柔 軟 性 と ス ト レ ッ チ 性 に よ る 快 適 な 着 心 地 を 実 現 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 に つ い て 各 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。 な お 、 本  
発 明 は 、 下 記 の 各 実 施 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 実 施 例 １ に お い て は 、 先 染 糸 を 使 用 し た ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 （ ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調  
織 物 ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
≪ 多 重 織 物 の 製 織 ≫
本 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 は 、 綿 １ ０ ０ ％ の 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 で あ り 、 第 １ 外  
層 織 物 と 内 層 織 物 と 第 ２ 外 層 織 物 と を 連 結 し て ド ビ ー 織 機 で 製 織 し た 。 第 １ 外 層 織 物 は 、  
先 染 糸 を 使 用 し た ス ト ラ イ プ 柄 の 表 面 織 物 と し 、 第 ２ 外 層 織 物 を 裏 面 織 物 と し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
第 １ 外 層 織 物 （ 表 面 織 物 ） は 、 経 糸 に ６ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ３ ． ８ の 綿 単 糸 を 使 用 し 、 緯 糸  
に ４ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ３ ． ０ の 綿 単 糸 を 使 用 し た 。 内 層 織 物 は 、 経 糸 に ６ ０ 番 手 、 撚 り 係  
数 ３ ． ８ の 綿 単 糸 を 使 用 し 、 緯 糸 に ５ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ４ ． ０ の 綿 単 糸 を 使 用 し た 。 第 ２  
外 層 織 物 （ 裏 面 織 物 ） は 、 内 層 織 物 と 同 じ 組 織 と し 、 経 糸 に ６ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ３ ． ８ の  
綿 単 糸 を 使 用 し 、 緯 糸 に ５ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ４ ． ０ の 綿 単 糸 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
≪ 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 ≫
先 染 糸 で 製 織 し た 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 糊 抜 き ・ 乾 燥 後 、 幅 出 し し た 。 幅 出 し 後 の 各 層 織  
物 は 、 経 糸 密 度 ５ ０ 本 ／ イ ン チ 、 緯 糸 密 度 ４ ３ 本 ／ イ ン チ で あ っ た 。 次 に 、 通 常 の 織 物 に  
使 用 さ れ る 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 装 置 を 使 用 し て 、 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
を 行 っ た 。 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 水 洗 ・ 乾 燥 後 、 柔 軟 剤 を 付 与 し  
て タ ン ブ ラ ー 乾 燥 し 、 サ ン フ ォ ラ イ ズ 加 工 を 行 っ て 本 実 施 例 １ の ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調  
織 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 実 施 例 １ の ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の 各 層 織 物 は 、 経 糸 密 度 ６ ０ 本 ／ イ ン チ 、 緯 糸  
密 度 ４ ３ 本 ／ イ ン チ で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
に よ っ て 、 織 物 の 長 さ 方 向 （ 経 糸 方 向 ） に は 殆 ど 収 縮 せ ず 、 織 物 幅 方 向 （ 緯 糸 方 向 ） に 約  
２ ０ ％ 収 縮 し た こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
≪ 物 性 評 価 ≫
次 に 、 得 ら れ た ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の 物 性 を 評 価 し た 。 評 価 項 目 と し て 、 経 緯 糸  
の 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 算 出 し た 。 次 に 、 ス ト レ ッ チ 性 を 評 価 す る た め に  
、 定 荷 重 時 の 伸 長 弾 性 率 （ 伸 長 率 と 伸 長 回 復 率 ） を 評 価 し た 。 ま た 、 パ ジ ャ マ 用 途 と し て  
の 着 心 地 を モ ニ タ ー 試 験 で 評 価 し た 。 な お 、 パ ジ ャ マ 用 途 の 諸 物 性 （ 吸 水 性 、 保 温 性 、 通  
気 性 ） に つ い て も 確 認 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
１ ． 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数
ま ず 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 緯 糸 の 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 算 出 し た 。  
上 述 の よ う に 、 本 実 施 例 １ に お い て は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 に よ っ て 、 織 物 の 長 さ 方 向 （  
経 糸 方 向 ） に は 殆 ど 収 縮 せ ず 、 織 物 幅 方 向 （ 緯 糸 方 向 ） に 約 ２ ０ ％ 収 縮 し た 。 そ こ で 、 緯  
糸 の 重 量 （ 単 位 長 さ 当 た り の 重 量 ） が ２ ０ ％ 増 加 し た も の と し て 見 掛 け の 番 手 を 算 出 し た  
。 ま た 、 緯 糸 の 撚 り 数 （ 回 数 ／ イ ン チ ） も ２ ０ ％ 増 加 し た も の と し て 、 撚 り 係 数 の 式 「 α  
＝ 撚 り 数 ／ √ Ｎ 」 か ら 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 算 出 し た 。 表 １ に 各 層 の 織 物 の 経 緯 糸 に つ い て  
、 収 縮 前 の 番 手 及 び 撚 り 係 数 、 並 び に 、 収 縮 後 の 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 示  
す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ６ ２ 】
表 １ に お い て 、 第 １ 外 層 織 物 （ 表 面 織 物 ） 、 内 層 織 物 、 第 ２ 外 層 織 物 （ 裏 面 織 物 ） の い ず  
れ も 、 緯 糸 が ２ ０ ％ 収 縮 し た こ と に よ り 見 掛 け の 番 手 が 太 く な っ て い る 。 ま た 、 緯 糸 の ２  
０ ％ 増 加 し た 撚 り 数 と 見 掛 け の 番 手 を 使 用 し て 算 出 し た 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 も 大 き く  
な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
表 面 織 物 の 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は 、 ３ ． ４ と 普 通 撚 り よ り も 甘 撚 り に 近 い 数 字 を 維 持  
し て お り 、 こ の こ と が 表 面 織 物 の 風 合 い の 軟 ら か さ に 寄 与 し て い る も の と 思 わ れ る 。 一 方  
、 内 層 織 物 と 裏 面 織 物 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は 、 い ず れ も ５ ． ４ と 強 撚 の 数 字 に 至 っ て  
お り 、 こ の こ と が 強 い ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 し て い る も の と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
２ ． 伸 長 弾 性 率 （ 伸 長 率 と 伸 長 回 復 率 ）
本 実 施 例 １ は 、 パ ジ ャ マ 用 途 の ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 に 関 す る も の で る こ と か ら 、  
軽 量 織 物 に 対 す る 適 度 な ス ト レ ッ チ 性 を 評 価 す る オ リ ジ ナ ル 試 験 法 （ 一 般 財 団 法 人 ボ ー ケ  
ン 品 質 評 価 機 構 に よ る ） を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
伸 長 率 の 試 験 法 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ  Ｌ  １ ０ ９ ６ （ Ｂ 法 ） に 基 い た 方 法 で あ っ て 、 荷 重 と 時 間 を 変  
更 し た も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 幅 ５ ０ ｍ ｍ × 長 さ ３ ０ ０ ｍ ｍ の 試 験 片 を 引 張 試 験 機 に セ  
ッ ト 後 、 間 隔 ２ ０ ０ ｍ ｍ （ Ｌ ０ ） に 印 を 付 け 、 所 定 荷 重 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅 ） で ６  
０ 分 保 持 後 の 印 間 の 長 さ （ Ｌ １ ） を 測 定 し 、 下 記 の 式 （ １ ）
伸 長 率 （ ％ ） ＝ 〔 （ Ｌ １ － Ｌ ０ ） ／ Ｌ ０ 〕 × １ ０ ０ ・ ・ ・ ・ ・ （ １ ）
に て 伸 長 率 （ ％ ） の 値 を 求 め た 。 ま た 、 上 記 試 験 を １ 日 目 の 試 験 と し 、 同 一 の 試 験 片 に て  
２ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 率 （ ％ ） の 値 を 求 め た 。 得 ら れ た １ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 率  
（ ％ ） の 値 を 表 ２ に 示 す 。 ま た 、 こ れ ら の 値 を グ ラ フ に し て 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
一 方 、 伸 長 回 復 率 の 試 験 法 は 、 上 記 伸 長 率 の 試 験 片 に お い て 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時 間 経 過 し た  
と き に 、 初 荷 重 を 加 え て 印 間 の 長 さ （ Ｌ ２ ） を 測 定 し 、 下 記 の 式 （ ２ ）
伸 長 回 復 率 （ ％ ） ＝ 〔 （ Ｌ １ － Ｌ ２ ） ／ （ Ｌ １ － Ｌ ０ 〕 × １ ０ ０ ・ ・ ・ ・ ・ （ ２ ）
に て 伸 長 回 復 率 （ ％ ） の 値 を 求 め た 。 ま た 、 上 記 試 験 を １ 日 目 の 試 験 と し 、 同 一 の 試 験 片  
に て ２ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 回 復 率 （ ％ ） の 値 を 求 め た 。 得 ら れ た １ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で  
の 伸 長 回 復 率 （ ％ ） の 値 を 表 ２ に 示 す 。 ま た 、 こ れ ら の 値 を グ ラ フ に し て 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ６ ８ 】
表 ２ 及 び 図 １ に お い て 、 １ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 率 （ ％ ） の 値 は 、 全 て １ ２ ％ 前 後 で あ  
っ て ５ 日 間 に 亘 っ て １ ０ ％ 以 上 の 安 定 で 良 好 な 結 果 を 得 た 。 ま た 、 表 ２ 及 び 図 ２ に お い て  
、 １ 日 目 ～ ５ 日 目 ま で の 伸 長 回 復 率 （ ％ ） の 値 は 、 全 て ６ ５ ％ ～ ７ ４ ％ で あ っ て ５ 日 間 に  
亘 っ て ６ ０ ％ 以 上 の 安 定 で 良 好 な 結 果 を 得 た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 本 実 施 例 １ に 係 る ス ト  
レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 安 定 で 良 好 な ス ト レ ッ チ 性 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
３ ． 着 心 地 （ モ ニ タ ー 試 験 ）
次 に 、 本 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 を 実 際 に パ ジ ャ マ に 縫 製 し て 着 心 地  
に 関 す る モ ニ タ ー 試 験 を 実 施 し た 。 具 体 的 に は 、 ５ 名 の モ ニ タ ー に よ り 、 肌 触 り の 良 さ 、  
足 を 上 げ た と き の 着 心 地 、 し ゃ が ん だ と き の 着 心 地 、 体 を 丸 め た と き の 着 心 地 、 腕 を 上 げ  
た と き の 着 心 地 に つ い て 評 価 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
な お 、 比 較 に た め に 、 本 実 施 例 １ と 同 じ 構 成 で 製 織 し 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 を し て い な い  
従 来 品 の 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 （ ス ト レ ッ チ 性 な し ） を 比 較 例 １ と し 、 同 じ モ ニ タ ー に よ り 同  
様 に 評 価 し た 。 本 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ の 評 価 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 ま た 、 こ れ ら の 評 価 結  
果 を グ ラ フ に し て 図 ３ ～ 図 ７ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ７ ２ 】
表 ３ 及 び 図 ３ ～ 図 ７ に お い て 、 ５ 名 の モ ニ タ ー 全 員 が 全 て の 評 価 項 目 に お い て 本 実 施 例 1  
に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 を 縫 製 し た パ ジ ャ マ の 着 心 地 を 従 来 品 （ 比 較 例 １ ） よ  
り も 高 く 評 価 し た こ と が 分 か る 。 な お 、 パ ジ ャ マ 用 途 の 諸 物 性 （ 吸 水 性 、 保 温 性 、 通 気 性  
） に つ い て も 評 価 し た が 、 こ れ ら の 物 性 値 も 良 好 で あ り 従 来 の 多 重 ガ ー ゼ 織 物 と 同 様 の 快  
適 性 を 有 し て い た 。 ま た 、 本 実 施 例 １ に 係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 を 縫 製 し た パ ジ  
ャ マ に 対 し て 、 家 庭 洗 濯 を 繰 り 返 し た が 型 崩 れ や 毛 玉 の 発 生 に よ り 美 観 が 損 な わ れ る こ と  
が な か っ た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
本 実 施 例 ２ に お い て は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 先 染 糸 を 使 用 し た ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 （ ス  
ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
≪ 多 重 織 物 の 製 織 ≫
本 実 施 例 ２ に 係 る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 綿 １ ０ ０ ％ の 三 重 ガ ー ゼ  
調 織 物 で あ り 、 第 １ 外 層 織 物 と 内 層 織 物 と 第 ２ 外 層 織 物 と を 連 結 し て ド ビ ー 織 機 で 製 織 し  
た 。 第 １ 外 層 織 物 は 、 先 染 糸 を 使 用 し た ス ト ラ イ プ 柄 の 表 面 織 物 と し 、 第 ２ 外 層 織 物 を 裏  
面 織 物 と し た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
第 １ 外 層 織 物 （ 表 面 織 物 ） は 、 経 糸 に ４ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ３ ． ８ の 綿 単 糸 を 使 用 し 、 緯 糸  
に ２ ０ 番 手 、 無 撚 り の 綿 単 糸 を 使 用 し た 。 内 層 織 物 は 、 経 糸 に ４ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ３ ． ８  
の 綿 単 糸 を 使 用 し 、 緯 糸 に ３ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ４ ． １ ６ の 綿 単 糸 を 使 用 し た 。 第 ２ 外 層 織  
物 （ 裏 面 織 物 ） は 、 内 層 織 物 と 同 じ 組 織 と し 、 経 糸 に ４ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ３ ． ８ の 綿 単 糸  
を 使 用 し 、 緯 糸 に ３ ０ 番 手 、 撚 り 係 数 ４ ． １ ６ の 綿 単 糸 を 使 用 し た 。



10

20

30

40

50

JP 7004345 B1 2022.2.4(14)

【 ０ ０ ７ ６ 】
≪ 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 ≫
先 染 糸 で 製 織 し た 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 糊 抜 き ・ 乾 燥 後 、 幅 出 し し た 。 幅 出 し 後 の 各 層 織  
物 は 、 経 糸 密 度 ５ ５ 本 ／ イ ン チ 、 緯 糸 密 度 ３ ０ 本 ／ イ ン チ で あ っ た 。 次 に 、 通 常 の 織 物 に  
使 用 さ れ る 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 装 置 を 使 用 し て 、 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
を 行 っ た 。 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 水 洗 ・ 乾 燥 後 、 表 面 織 物 に 起 毛  
加 工 を 施 し 、 柔 軟 剤 を 付 与 し て 幅 出 し し て 本 実 施 例 ２ の ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 を 得  
た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
本 実 施 例 ２ の ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の 各 層 織 物 は 、 経 糸 密 度 ６ ６ 本 ／ イ ン チ 、 緯 糸  
密 度 ３ ０ 本 ／ イ ン チ で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理  
に よ っ て 、 織 物 の 長 さ 方 向 （ 経 糸 方 向 ） に は 殆 ど 収 縮 せ ず 、 織 物 幅 方 向 （ 緯 糸 方 向 ） に 約  
２ ０ ％ 収 縮 し た こ と と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
≪ 物 性 評 価 ≫
次 に 、 得 ら れ た ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 の 物 性 を 評 価 し た 。 評 価 項 目 と し て 、 経 緯 糸  
の 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 算 出 し た 。 次 に 、 ス ト レ ッ チ 性 を 評 価 す る た め に  
、 定 荷 重 時 の 伸 長 弾 性 率 （ 伸 び 率 と 伸 長 回 復 率 ） を 評 価 し た 。 な お 、 本 実 施 例 ２ に お い て  
は 、 パ ジ ャ マ 用 途 と し て の 着 心 地 に 関 す る モ ニ タ ー 試 験 に よ る 評 価 は 行 っ て い な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
１ ． 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数
ま ず 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 後 の 経 緯 糸 の 見 掛 け の 番 手 及 び 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 算 出 し た 。  
上 述 の よ う に 、 本 実 施 例 ２ に お い て は 、 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 に よ っ て 、 織 物 の 長 さ 方 向 （  
経 糸 方 向 ） に は 殆 ど 収 縮 せ ず 、 織 物 幅 方 向 （ 緯 糸 方 向 ） に 約 ２ ０ ％ 収 縮 し た 。 そ こ で 、 上  
記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 見 掛 け の 番 手 と 見 掛 け の 撚 り 係 数 を 算 出 し た 。 表 ４ に 各 層 の 織  
物 の 経 緯 糸 に つ い て 、 収 縮 前 の 番 手 及 び 撚 り 係 数 、 並 び に 、 収 縮 後 の 見 掛 け の 番 手 及 び 見  
掛 け の 撚 り 係 数 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 表 ４ 】

【 ０ ０ ８ １ 】
表 ４ に お い て 、 第 １ 外 層 織 物 （ 表 面 織 物 ） 、 内 層 織 物 、 第 ２ 外 層 織 物 （ 裏 面 織 物 ） の い ず  
れ も 、 緯 糸 が ２ ０ ％ 収 縮 し た こ と に よ り 見 掛 け の 番 手 が 太 く な っ て い る 。 ま た 、 緯 糸 の ２  
０ ％ 増 加 し た 撚 り 数 と 見 掛 け の 番 手 を 使 用 し て 算 出 し た 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 も 大 き く  
な っ て い る 。 但 し 、 表 面 織 物 に 関 し て は 、 緯 糸 に 無 撚 糸 を 使 用 し て い る の で 見 掛 け の 撚 り  
係 数 は 算 出 し て い な い 。
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【 ０ ０ ８ ２ 】
表 面 織 物 の 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は 算 出 し な か っ た が 、 無 撚 糸 を 使 用 し て い る こ と か ら  
収 縮 後 も 表 面 織 物 の 風 合 い の 軟 ら か さ に 寄 与 し て い る も の と 思 わ れ る 。 一 方 、 内 層 織 物 と  
裏 面 織 物 緯 糸 の 見 掛 け の 撚 り 係 数 は 、 い ず れ も ５ ． ６ と 強 撚 の 数 字 に 至 っ て お り 、 こ の こ  
と が 強 い ス ト レ ッ チ 性 を 発 現 し て い る も の と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
伸 長 弾 性 率 （ 伸 長 率 と 伸 長 回 復 率 ） に つ い て は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 測 定 し て 同 様  
に 良 好 な 結 果 を 得 た 。 な お 、 こ こ で は 評 価 結 果 を 省 略 す る 。 な お 、 本 実 施 例 2 に お い て は  
、 パ ジ ャ マ 用 途 と し て の 着 心 地 に 関 す る モ ニ タ ー 試 験 に よ る 評 価 は 行 っ て い な い 。 ま た 、  
パ ジ ャ マ 用 途 の 諸 物 性 （ 吸 水 性 、 保 温 性 、 通 気 性 ） に つ い て も 評 価 し た が 、 こ れ ら の 物 性  
値 も 良 好 で あ り 従 来 の 多 重 ガ ー ゼ 織 物 と 同 様 の 快 適 性 を 有 し て い た 。 ま た 、 本 実 施 例 ２ に  
係 る ス ト レ ッ チ 三 重 ガ ー ゼ 調 織 物 を 縫 製 し た パ ジ ャ マ に 対 し て 、 家 庭 洗 濯 を 繰 り 返 し た が  
型 崩 れ や 毛 玉 の 発 生 に よ り 美 観 が 損 な わ れ る こ と が な か っ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
こ れ ま で 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 多 重 ガ ー ゼ 織 物 と 同 様 の 快 適 性 を 有 し  
、 ス ト レ ッ チ 性 に よ る 快 適 な 着 心 地 を 実 現 す る と 共 に 、 型 崩 れ や 毛 玉 の 発 生 に よ り 美 観 が  
損 な わ れ る こ と が な く 実 用 衣 料 と し て 使 用 で き る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 及 び そ の 製 造 方 法 を  
提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
な お 、 本 発 明 の 実 施 に あ た り 、 上 記 実 施 形 態 及 び 各 実 施 例 に 限 ら ず 次 の よ う な 種 々 の 変 形  
例 が 挙 げ ら れ る 。
（ １ ） 上 記 各 実 施 例 に お い て は 、 表 面 織 物 の 緯 糸 に の み 収 縮 前 の 撚 り 係 数 が 小 さ な 甘 撚 り  
糸 を 使 用 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 用 途 に よ っ て は 裏 面 織 物 の 緯 糸 に  
の み 甘 撚 り 糸 を 使 用 す る よ う に し て も よ い 。
（ ２ ） 上 記 各 実 施 例 に お い て は 、 ２ 枚 の 外 層 織 物 の 一 方 に の み 収 縮 前 の 撚 り 係 数 が 小 さ な  
甘 撚 り 糸 を 使 用 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 用 途 に よ っ て は ２ 枚 の 外 層  
織 物 の 両 方 の 緯 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 す る よ う に し て も よ い 。
（ ３ ） 上 記 各 実 施 例 に お い て は 、 内 層 織 物 が １ 枚 の 三 重 織 物 を 作 製 し た 。 し か し 、 こ れ に  
限 定 す る も の で は な く 、 用 途 に よ っ て は 複 数 枚 の 内 層 織 物 を 使 用 す る 多 重 織 物 を 作 製 す る  
よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 ２ 枚 以 上 の 内 層 織 物 の 緯 糸 に 収 縮 前 の 撚 り 係 数 が 大 き  
な 普 通 撚 り 以 上 の 糸 を 使 用 し て ス ト レ ッ チ 性 を よ り 強 く す る よ う に し て も よ い 。
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【 要 約 】
【 課 題 】 従 来 の 多 重 ガ ー ゼ 織 物 と 同 様 の 快 適 性 を 有 し 、 ス ト レ ッ チ 性 に よ る 快 適 な 着 心 地  
を 実 現 す る と 共 に 、 型 崩 れ や 毛 玉 の 発 生 に よ り 美 観 が 損 な わ れ る こ と が な く 実 用 衣 料 と し  
て 使 用 で き る ス ト レ ッ チ 多 重 織 物 を 提 供 す る 。
【 解 決 手 段 】 多 重 織 物 の 製 織 後 に 液 体 ア ン モ ニ ア 処 理 が 施 さ れ て お り 、 弾 性 繊 維 を 含 む こ  
と な く 織 物 幅 方 向 に ス ト レ ッ チ 性 を 有 し 、 〔 （ ７ ． ３ ５ Ｎ ／ ５ ０ ｍ ｍ 幅 ） × ６ ０ 分 〕 の 負  
荷 を か け た と き の 伸 長 率 の 値 が １ ０ ％ 以 上 で あ っ て 、 負 荷 解 除 後 ２ ４ 時 間 経 過 し た と き の  
伸 長 回 復 率 の 値 が ６ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 選 択 図 】 図 １
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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